
ためらい、恐れ……それまでの私は人と
関わることを躊躇しがちでした。周りの人
と自分とをいつも比べていて、「どうせ私
なんて……」と諦めてしまうことが多かっ
たです。もどかしさを感じながらただ毎日
を過ごしていました。
1年生のある秋の日、私に「まなび屋を

やらないか」という話が舞い込みました。
正直、私はためらいました。しかし、この
チャンスに賭けて自分を変えようと心を決
めたのでした。
実際にまなび屋の活動を始めてみてもす
ぐに自分を変えることはできずに悩むばか
りでした。ところが、「一歩」をふみだす
ことで世界が変わったのです。そして、
「1つの喜びを得るために、その1.5倍の苦
しみを乗り越えなくてはならない」このこ
とを私はまなび屋の活動から得ました。
今、これまでの活動を振り返って言える
ことは、「まず一歩を踏み出す」というこ
とがいかに大切かということです。一歩を
踏み出すことは怖いことではありますが、
案外簡単なことだと仲間に教わった気がし
ます。同じように恐れを感じている人もい
ます。助けてくれる仲間もいます。何も心

自分を変えたい！！
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●特集●
部活
サークルの
語り部に聞く ●佐野智香（さのちか）さん 教育人間科学部3年生。まなび屋初代副塾頭をつとめる。

配する必要はないと気付きました。仲間が
ありのままの私を受け入れてくれました。
私は、多くの人たちとの関わりのなかで私
を見つけることができました。これからも
私が私らしくあるために、はじめの一歩を
大切にしたいです。

＊＊＊＊＊ 一年生へのメッセージ　＊＊＊＊＊

「自分らしくあること」は本当に大切な
ことだと思います。そして、これからの大
学生活において自分自身でも知らない「自
分」に出会うことがたくさんあると思いま
す。でも、そんな新たな一面を楽しめる
「自分」でいてほしいのです。戸惑いもあ
るでしょうが、まずはあなた自身が心から
笑うことができているなら◎だと私は思い
ます。

＊＊＊＊＊ インタビューをしてみて ＊＊＊＊＊　

目的をはっきり持っている佐野さんは、
主体的にまなび屋で活動していると感じま
した。まなび屋は、佐野さんにとっての居
場所だと思います。仲間のなかで自分の力
を発揮できることが、居場所づくりに必要
なのではないでしょうか。

新大広報のバックナンバーは、
http://ksws1.ge.niigata-u.ac.jp/
kouhou/
でも見ることができます。大学
の魅力を先輩たちが語っていま
す。ぜひ、どうぞ。
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学友会
黎明祭実行副委員長

昨年は、学友会の書記になったこと
をきっかけに黎明祭実行委員長を務め
ました。昨年一年間の活動を振り返っ
て言えることは、部活と学友会との両
立が大変だったということです。しか
し、そこから学んだこともあります。
それは、仲間の大切さです。部活も学
部も考え方も違う集団の結束を作り上
げることは、限られたスタッフ、限ら
れた時間の中で集まって話し合ううえ
で、難しい状況にありました。そこで
は、スタッフ個人個人ができる限りの
ことを精一杯取り組むことが必要であ
るとともに、お互いの信用や信頼が不
可欠となりました。結果としてチーム
ワークが生まれました。連帯すること
で一つのものを達成させるという喜び
を得ることができました。また同時に、
自分一人で最後まで全てをこなしきる
ことができないという自分の限界を知
ることもできました。仲間の協力があ
ってこそ自分なんだ、と改めて実感す
ることができたのです。このことは、
ごく当たり前のことでしょうが、とて
も大切で重要なことだと思います。こ
れも、仲間に恵まれたからでしょうか。
今でも、去年一緒にやってきた仲間と
は、交流あるいは友達としての付き合
いがあります。もともとは、学年、学
部、部活の異なる、ある意味、個性や
興味、関心がばらばらの人たちがこれ
ほどまでに仲良くなるとは思ってもみ
ませんでした。すばらしい出会いだっ
たと思っています。学友会の本質は、
仲間とチームをつくり、その中で自分
の役割を果たすことにある、と僕は考

新潟大学学友会
黎明祭実行副委員長

近藤 至（こんどういたる）さん
人文学部3年

部 活 ・ サ ー ク ル の 語 り 部 に 聞 く

えています。人それぞれに目的は違う
と思いますが、またそれぞれに活動か
ら学ぶことがあるはずです。大学生活
の中で何かしようと思っても、あれも
これもできるというわけではないでし
ょう。まず、一つのことに集中するこ
とが大切だと思います。

＊＊ 一年生へのメッセージ　＊＊
仲間の良さは、遊んだり、悩みを相
談したり、問題解決ができること。で
も、一緒にいて楽しいことが一番です。
部活、サークル、学部、どこでもかま
いません。ぜひ、すばらしい仲間を見
つけて一緒に何かに集中し、その活動
の中からいろいろなことを学んで成長
してください。

●学友会とは…
学生が充実した学生生活を送れるよ
う、課外活動を中心として様々な面に
おいて支援を試みている。学長を会長
として教員・職員の方々を含め、全学
生が会員となることを前提としてい
る。言わば、生徒会のようなもの。文
化系・運動系あわせて73にも及ぶク
ラブが所属しており、各クラブからの
代表者一人により学友会総会を構成
し、その中から選出された役員によっ
て学友会の運営が行われている。
●黎明祭（れいめいさい）とは…
毎年6月に行われる春の祭典。大学開
学を記念していて、学友会独自の新入
生歓迎の意味も含まれている。実行委
員は、学友会の中から選出されたスタ
ッフ。平成14年度は10名。
※スタッフをしてみたいという方を募集
しています。
連絡先：090-5432-6778

どなたでも参加できます。昨年は、教育人間科学
部はもちろん、工学部、農学部の学生も参加して
います。

事前に公民館に連絡をくだされ
ば、授業を見学できます。まなび
屋の様子がよくわかりますよ。

毎週木曜日18:10～19:05の間、
フリータイムという時間を設けて
います。フリータイムでは子ど
も・大学生・地域の方々など誰で
も参加でき、互いに交流を深めて
います。

まなび屋では週一回、木曜の定期
的な「授業」の他に、不定期（主
に土・日）に行う「イベント」が
あります。

問い合わせ：西地区公民館　新潟市内野町603
TEL:025-261-0031
nishikomin@city.niigata.niigata.jp

新潟市西地区公民館と新潟大学教育人間科学部
学習社会ネットワーク課程が合同で企画するフ
リースペース。2年前、学生たちが立ち上げ現在
の学生スタッフは約30人。地域の子どもたち
30人が毎週木曜日に会場である西地区公民館に
集まっています。学校ではなかなか得ることの
できない学びや、異なる世代との関わりのなか
で誰もが主役になれる居場所づくりを目指して
います。

学友会誌も
ぜひ見て下さい

フリー
タイムに
参加

見学

イベント

ま な び 屋 参 加 の 方 法

子どもが主役
地域＆先生が主役
大学生スタッフが主役

▼こんなところだよ

「まなび屋」


